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研究成果の概要（和文）：日本人大学生の英語学習者について、英語でのコミュニケーションをとるのに十分な言語的
習熟度と社会心理的な動機を有しているにも拘らず実際のコミュニケーション行動をとることが困難であると感じる現
象について、社会人類学的な要因を探索した。研究開始当初238項目あった質問紙を数回におよぶ調査研究を行うこと
により、最終的に42項目の質問紙を作成した。そしてイタリアの学生の結果との比較検討した結果、日本人の社会人類
学的特徴である世間体を気にするといった他への過剰意識が確認することができた。また、コミュニケーション意欲を
実際に高める指導方略として多読指導の一環としての英語での発表が効果的であることも判明した。

研究成果の概要（英文）：The social anthropological factors were explored in order to find the causes 
leading Japanese college students with sufficient English proficiency and motivation of communication to 
be hesitant in communicating in English. The questionnaire consisting of 238 items from previous studies 
was tried with Japanese college students several times, and as a result, the number of items was reduced 
into 42 items. The final version of questionnaire was administered to Japanese students and Italian 
students, and the Japanese social anthropological factors such as other-directedness were revealed. In 
addition, for the pedagogical application for raising the degree of willingness to communicate, the 
presentation in English in class as a part of extensive reading was found to be effective among many 
Japanese students.
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１． 研究開始当初の背景 
グローバル化された社会において活躍する
人材となるためには、世界共通語（Lingua 
Franca）としての英語でのコミュニケーショ
ン能力を習得することは必須である。ところ
が、日本人の英語運用能力に対する評価は低
く、英語教育におけるコミュニケーション能
力の育成については強調されているものの、
実質上の成果をもたらしているようには思
えない。これは言語としての英語習熟度とい
うより、むしろ日本人としての文化人類学的
な要素を含む社会心理学的特賞に影響され
ている可能性があると考えられる。そこで本
研究では Willingness to Communicate とい
うコミュニケーション学の概念を用いなが
ら、日本人大学生の英語コミュニケーション
行動を阻止している可能性のある要因を探
索することとした。 
 
２． 研究の目的 
先行研究から検討し選別した238項目から構
成される質問紙を精選し、日本人大学生を対
象に普遍的に用いることのできる質問紙を
作成することを主要な目的とした。また、英
語指導の中で Willingness to Communicate
（コミュニケーション意欲）を高めることに
有効であると考えられる方略を検討し、提案
できることを試みた。さらに、最終的に凝縮
した質問紙を用いて、日本以外の大学生の英
語コミュニケーションに対する社会心理学
的特徴を明らかにし、日本人大学生の英語で
のコミュニケーション行動の背後にある文
化人類学的特徴を明らかにすることとした。 

 
３．研究の方法 
言語コミュニケーションにおける社会心理
学的研究（e.g., Gardner, 1988; Gardner & 
Lambert, 1972）やコミュニケーション意
欲：Willingness to Communicate について
の 研 究 (e.g., McCorskey, 1978, 1992; 
Yashima, 2002)等の先行研究を検討し 238
項目からなる質問紙を開発し、日本人大学生
を対象に、コミュニケーション行動に影響を
与えるであろう日本人の社会人類学的特徴
を検討した。また、広範囲に亘って多くの大
学生を対象に調査研究を行うことができる
よう、200 名の大学生を対象に行った結果を
統計処理し 50 項目に減じた。さらに、学部
間の比較をするために、複数の異なった学部
の大学生を対象に 50 項目に減じた質問紙調
査をおこない、最終的に 42 項目からなる質
問紙を構成した。さらに国際比較を目的に最
終版の質問紙をイタリア人大学生に行い、日
本人大学生との比較検討を行った。また、コ
ミュニケーション意欲を向上させる可能性
をもつ英語指導として、多読指導の一部とし
て行った英語によるプレゼンテーションが
多くの学生のコミュニケーション意欲を向
上させたかいなかを調査した。 
 

４．研究成果 
先行研究を検討することによって238項目か
らなる質問紙を作成し、200 名の大学生を対
象に調査した結果、英語コミュニケーション
に対する自信のなさ、また、周りからの評価
を気にすることから、自信が十分にないとき
は英語でのコミュニケーションを控えてし
まうことなど、日本人の社会人類学的特徴と
思われる要因が浮き彫りになった。同時に
238 項目を因子分析し、項目数を 50 項目に軽
減した。 
その後、50 項目からなる質問紙を複数の学

部の学生を対象におこない、学部間比較をし
た。例えば、工学系の大学生と看護系の大学
生の間では、コミュニケーションへの意欲が
異なり、英語に限らずコミュニケーションが
重要であるとされる看護学部の学生のほう
が高いコミュニケーション意欲をもってい
ることが明らかとなった。統計処理を行った
結果を踏まえて最終的に 42 項目からなる質
問紙を構築した。 
さらに、42 項目からなる質問紙をイタリア

人大学生対象に行い、日本人大学生との比較
研究を行った。統計分析の結果、多くの項目
で有意差を示し、例えば、日本人大学生が、
イタリア人大学生より other-directedness
という概念に集約されるであろう特徴とし
て、他からの評価を意識していることが判明
した。このことは、国際的な英語能力の比較
では下位にあるイタリア人大学生のほうが、
コミュニケーション能力に秀でているよう
に認識されていることを裏付けている。 
教授方的側面の研究として、多読指導にお

いて、英語でのプレゼンテーションを授業の
一環として行うことが、学生の英語コミュニ
ケーションに対する自己効力感を増大させ、
ひいては、コミュニケーション意欲を高める
ことが明らかとなった。本成果の詳細は国際
学会誌に投稿し既に発行されている。 
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